
海洋環境は地球表⾯の70％を占めその殆どは⽔深1000ｍを超える深海環
境である。ということは，深海⾼⽔圧下に適応した⽣物こそが「地球」を代表す
る⽣物であると⾔っても過⾔ではない。しかしながら，私たちの知識は陸上や浅
海域と⽐較して，深海環境への理解が進んでこなかった。これは，深海におけ
る⼤きな⽔圧が障壁となって，研究・調査が進まなかったことに原因がある。し
かし，前世紀末から本格的な深海探査が始まり次々と新発⾒がなされ，次
第に深海の謎のベールがはがされてきている。今回のセミナーでは，演者らが，
過去25年間にわたり取り組んできた深海微⽣物の研究を俯瞰し，好圧菌の
持つ⾼圧適応の分⼦メカニズムについて解説する。

⽣物圏科学研究科セミナーのお知らせ

お問い合わせ先︓
⽣物圏科学研究科・研究推進委員会委員⻑ 三本⽊ ⾄宏 (内線 7924)
E-mail: sambongi@hiroshima-u.ac.jp
※本講演は，５研究科の共同セミナーとなります。

発表者: 加藤 千明 (JAMSTEC シニア・リサーチャー)
⽇時︓ 2017年 2⽉27⽇ (⽉) 11:00~12:00
場所︓ ⽣物⽣産学部 C314講義室

深海⾼⽔圧下の⽣命 〜その適応の仕組み〜

圧⼒⽣理学の概念図
圧⼒は細胞の未知の⼒を引き出す︕

下記のとおり，研究科のセミナーを開催致します。

マリアナ海溝でのサンプリング


